
　1990年頃に持続可能性の概念が提唱されてから久
しいですが，未だ世界的にさまざまな環境問題が発
生しており，地球が持続可能な発展を遂げていると
は言いがたい状況です。本セミナーでは，国連大学
高等研究所シニアリサーチフェローのヴォルカー・
マワホファー氏をお招きし，マワホファー氏が提唱
する新しい持続可能性の概念である3D持続可能性
について，お話しいただきました。本稿ではその概
要と背景となる持続可能性の概念の問題点について
ご紹介します。

１．持続可能性，持続可能な発展の概念と
現実社会の問題点

　持続可能性もしくは持続可能な発展の概念は，
1989年の「環境と開発に関する世界委員会」，通称
ブルントラント委員会で初めて打ち出されました。
そこでは持続可能な発展とは「将来の世代のニーズ
を満たす能力を損なうことなく，今日の世代のニー
ズを満たすような開発」と定義されています。この
考え方は，「国連環境開発会議」通称地球サミット
でも取り上げられ，「環境と開発に関するリオ宣言」
としてとりまとめられました。
　概念的には持続可能性とは，①経済面，②社会
面，③環境面の３つの側面が均衡した定常的状態の

ことを指します。ここ
でいう経済面とは公平
で適正な市場取引を可
能とする経済システム
を実現すること，社会
面とは住民の社会的権
利・欲求及び文化的・
社会的多様性を保障す
ること，そして環境面
とは天然資源や環境汚
染が再生できる範囲

内，負荷許容量の範囲内で利用・処理できることを
表します。持続可能な発展は，これら３つの側面が
バランス良く成り立つことで実現できると考えられ
ています。
　しかしながら，現実にはどうでしょうか。人々が
所得を稼ぐ手段としての経済システムが重視され，
各国の政策においても経済政策が最重要課題とされ
ています。その結果，資源の過剰投入や環境負荷の
増大など，世界のあらゆる地域でさまざまな環境問
題が発生しています。このような状態は経済面に比
べ環境面が過小に評価されていると言え，今世界は
望ましい持続可能な発展を遂げているとは言えませ
ん。

２．3D持続可能性の提案

　3D持続可能性はまず，持続可能性上の３つの資
本（経済資本，社会資本，環境資本）を土台として
います。経済資本は社会資本に包含され，さらに両
者は環境資本に包含されます。これは第１図の平面
上に表されており，持続可能性の要素のうち，経済
システムといった経済資本は法制度や文化的側面な
どの社会資本の影響を受け，さらに経済資本及び社
会資本は環境資本からの資源供給量に制約を受ける
ことを反映させています。次に，経済資本，社会資
本，環境資本それぞれの円から垂直に伸びる角柱
は，それぞれ経済量，社会量，環境量を表します。
これは今の社会がどのような経済規模で，どのよう
な社会基盤の頑健性を持ち，どのくらいの環境資源
を使用しているかといった社会の現況を表す指標に
なります。そして，これら３つの柱の上にある白い
三角形が3D持続可能性の三角形として，現在の社
会の姿を表します。
　一方，環境資本の円から縦方向に立ちあがる円錐
は環境がどのくらい環境負荷を許容できるかといっ
た環境収容力（Carrying Capacity）を示しており，
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この環境収容力を超えて社会を継続させることはで
きません。社会は経済量，社会量，環境量の３つの
柱をバランス良く伸ばしていくことが求められま
す。その際，経済量，社会量，環境量のうちどれが
最初に制約されるかというと，最も重要な環境量が
制約を受けることになります。これは，第１図で見
ると，３つの柱を同時に伸ばした場合でも，一番外
側の円から立ち上がる緑色の環境量が最も早く円錐
の斜辺に到達することで説明されます。
　このような新たな持続可能性の考え方では，（1）
経済資本，社会資本を規定する根本に環境資本があ
ること，（2）経済，社会，環境がバランス良く成長
したとしても，環境が最も先に制約されること，を
示すことができる点でこれまでにない持続可能性の
とらえ方となっています。

３．ガバナンス・チェックと法制度チェック

　提案した3D持続可能性の概念に基づき，実際の
社会が持続可能な状態になっているかを確認するた
めに，３つのチェック方法が求められます。（1）地
域ごとの能力（competence）の基本的な配分は持
続可能な状態か，（2）政治的利害関係者間の制度化

された関係は持続可能な状態か，（3）拘束力を持つ
規則の中で持続可能な発展がどのように定量的・定
性的に実行されているか。ここでは，このうち（1）
と（2）をガバナンス・チェック，（3）を法制度チェッ
クと呼びます。
　オーストリアの生物多様性保全政策について，こ
のガバナンス・チェックを実施した事例を紹介しま
す。生物多様性として具体的には生物種数，生息域
を取り上げます。その結果，（1）については能力は
９つの地方に分配されており，（2）国レベルでは生
物多様性保全のための拘束的法制度は存在しないと
いうことが明らかになりました。そのため，９地域
におけるバラバラの法制度を統一することが求めら
れるという結果になりました。
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第１図　3D持続可能性の概念図
出所：Mauerhofer （2008）から引用の上，著者和訳．
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